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東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
矢
野
主
税
序
　
東
晋
政
権
が
、
北
方
出
身
官
僚
と
江
南
官
僚
と
の
協
力
の
上
に
築
か
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
改
あ
て
い
う
ま
で
も
な
い
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
姿
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、
臨
書
（
5
8
）
周
処
置
、
粥
の
条
に
、
　
「
時
中
国
区
官
失
守
之
士
。
嵩
置
来
者
。
多
居
顕
賞
。
駕
御
呉
人
。
馬
入
頗
怨
。
」
と
み
え
る
如
く
、
北
人
官
僚
が
江
南
官
僚
を
抑
圧
し
て
、
初
め
か
ら
優
越
的
地
位
を
占
め
た
と
す
る
も
の
と
、
南
愛
書
（
3
3
）
張
緒
伝
に
、
王
倹
の
言
葉
と
し
て
、
　
「
晋
氏
衰
政
。
不
可
以
為
準
則
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
み
る
如
く
、
東
今
政
権
は
江
南
官
僚
を
優
遇
し
て
、
聖
人
側
か
ら
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
盛
政
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
す
る
意
見
（
拙
稿
い
て
」
「
飲
数
剃
髄
謂
鞭
っ
）
と
が
見
ら
れ
る
。
更
に
、
両
者
の
調
和
的
存
在
を
説
く
顔
氏
家
訓
（
渉
務
篇
1
1
）
の
、
　
「
晋
朝
南
渡
、
優
借
士
族
。
故
江
南
冠
帯
、
有
才
幹
者
。
擢
為
令
僕
。
以
下
、
尚
書
郎
、
中
書
郎
、
中
書
舎
人
已
上
。
典
掌
機
要
。
」
と
い
う
如
き
見
解
も
あ
る
。
　
当
初
の
東
晋
政
権
は
流
寓
政
権
で
あ
る
が
故
に
、
江
南
諸
有
力
氏
族
の
支
持
な
く
し
て
は
維
持
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
、
既
に
学
者
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
粛
躍
横
酬
堅
調
鎌
馳
齢
諜
膝
轍
剃
難
難
馴
墨
田
）
、
例
え
ば
、
晋
書
（
6
）
元
帝
紀
に
、
　
「
永
嘉
初
仁
王
導
計
始
鎮
建
地
。
以
顧
栄
為
軍
司
馬
。
賀
循
為
参
佐
。
王
敦
、
王
導
、
周
顎
、
勾
里
並
為
腹
心
股
肱
。
賓
礼
名
賢
。
存
問
風
俗
。
江
東
帰
心
焉
。
」
と
あ
る
如
く
、
聖
人
官
僚
と
江
南
代
表
名
族
出
身
官
僚
と
の
協
同
が
東
晋
初
頭
か
ら
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
東
晋
政
権
が
江
南
有
力
氏
族
の
支
持
の
上
に
立
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
勿
論
、
前
引
台
処
伝
の
記
事
は
元
帝
時
代
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
里
人
の
怨
望
は
、
直
接
的
に
は
王
導
、
コ
協
等
千
人
の
専
政
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
周
処
伝
（
晋
書
5
8
）
魏
の
条
に
、
縄
が
叔
父
周
札
の
名
を
か
り
て
兵
を
つ
の
っ
た
時
の
こ
と
を
、
　
「
以
討
王
導
、
勾
協
為
名
。
」
し
、
そ
れ
に
対
し
て
、
呉
人
が
、
　
「
翁
然
芝
之
」
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て
王
倹
の
言
葉
は
、
東
晋
一
代
に
江
南
官
僚
に
し
て
有
力
な
地
位
に
の
ぼ
っ
た
人
々
の
あ
っ
た
こ
と
に
対
し
て
の
、
北
人
側
か
ら
の
非
難
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
両
者
は
、
時
期
的
に
多
少
ず
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
は
全
く
相
反
す
る
か
の
如
く
見
え
な
が
ら
、
実
は
必
ず
し
も
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
東
晋
初
頭
に
お
い
て
は
北
人
官
僚
の
優
越
が
顕
著
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
に
お
い
て
は
、
江
南
官
僚
は
そ
れ
ほ
ど
抑
圧
せ
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
寧
ろ
北
人
官
僚
側
か
ら
み
れ
ば
、
東
晋
は
召
人
優
遇
の
時
代
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
併
し
乍
ら
、
上
述
の
如
き
諸
見
解
は
何
れ
に
せ
よ
東
晋
政
権
に
お
け
る
官
僚
と
し
て
の
地
位
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
東
晋
政
権
は
そ
の
初
頭
か
ら
、
江
北
或
は
江
南
の
有
力
官
僚
に
よ
っ
て
の
み
支
持
さ
れ
て
き
た
か
の
如
き
錯
覚
を
起
こ
さ
せ
る
。
筆
者
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
少
く
と
も
東
晋
初
頭
の
政
権
は
も
っ
と
巾
の
広
い
支
持
を
、
江
南
、
江
北
の
一
般
人
士
に
対
し
て
求
め
て
い
た
と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
の
点
を
見
落
す
と
、
単
に
上
層
階
層
の
権
力
移
動
に
よ
っ
て
、
或
は
北
岳
官
僚
が
詫
人
を
駕
御
し
た
と
い
い
、
或
は
東
晋
政
権
は
江
南
貴
族
を
優
遇
し
す
ぎ
た
と
い
う
如
き
意
見
が
で
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
元
帝
は
一
体
ど
の
よ
う
な
巾
広
い
支
持
を
、
江
北
、
江
南
両
士
人
階
級
に
対
し
て
求
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
の
こ
と
を
明
か
に
す
る
前
に
、
先
ず
東
晋
政
権
の
性
格
の
一
面
を
知
る
為
に
、
天
子
を
と
り
巻
く
有
力
官
僚
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
き
た
い
。
明
帝
紀
徳
書
）
を
み
る
）1（
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
に
、
　
「
当
時
名
臣
、
自
王
導
、
庚
亮
、
温
嬌
、
桓
舞
、
玩
至
正
。
早
見
親
待
。
」
と
あ
る
が
、
当
時
と
は
亡
帝
が
皇
太
子
の
時
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
は
元
帝
時
代
に
明
鏡
に
親
還
せ
ら
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
等
は
又
、
元
帝
に
も
親
待
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
詰
牢
政
権
の
支
え
と
な
っ
た
人
々
は
勿
論
こ
れ
ら
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
江
北
人
士
に
は
、
勾
協
、
垂
垂
、
劉
院
の
如
き
が
、
江
南
人
士
に
は
、
元
帝
が
晋
王
に
な
る
以
前
に
死
ん
だ
顧
栄
を
始
め
と
し
て
、
紀
謄
、
蘇
兼
、
甲
声
、
陶
器
、
戴
三
思
、
周
訪
等
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
元
帝
紀
並
び
に
各
人
の
本
伝
に
明
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
東
晋
初
頭
に
は
南
町
も
亦
北
人
と
変
ら
ず
政
権
の
支
え
と
し
て
重
要
な
働
き
を
し
て
い
た
と
見
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
明
帝
紀
（
噴
、
）
太
寧
三
年
の
条
に
よ
る
に
、
　
「
壬
午
。
帝
不
豫
。
召
太
宰
西
陽
王
蒙
、
司
徒
王
導
、
尚
書
令
山
卜
壷
、
車
騎
将
軍
郡
堕
、
護
軍
将
軍
庚
亮
、
領
軍
将
軍
慮
曄
、
丹
陽
サ
温
嬌
並
受
遺
詔
。
輔
太
子
。
」
と
み
え
る
の
で
、
明
帝
末
年
に
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
東
晋
政
権
の
支
え
と
し
て
最
も
重
要
な
人
々
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
中
南
人
は
僅
か
に
陸
曄
一
人
に
す
ぎ
な
い
。
勿
論
陶
侃
伝
（
艶
書
6
6
）
に
、
「
楽
壇
峻
作
逆
。
京
師
不
犯
。
…
…
平
皿
将
軍
温
嬌
要
言
同
赴
朝
廷
。
初
明
笛
崩
。
侃
不
在
顧
命
掃
墨
。
深
以
為
恨
。
答
嬌
日
。
吾
近
場
外
見
。
順
位
越
局
。
耳
払
請
之
。
」
と
み
え
る
如
く
、
江
南
出
身
官
僚
の
中
に
は
、
当
然
顧
命
の
列
に
入
る
に
値
す
る
功
績
を
た
て
た
と
自
ら
考
え
る
人
々
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
隠
里
晋
朝
廷
か
ら
そ
れ
だ
け
の
信
頼
を
う
け
て
い
た
人
々
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
紀
謄
伝
（
讐
）
に
、
「
明
帝
嘗
独
引
謄
於
広
堂
。
慨
然
憂
天
下
日
。
社
稜
之
臣
。
欲
無
復
十
人
。
如
何
。
因
屈
指
日
。
君
便
其
一
。
謄
辞
譲
。
」
と
み
え
る
如
き
は
そ
れ
で
あ
ろ
・
つ
。
　
然
る
に
、
実
際
顧
命
の
列
に
入
っ
た
人
々
は
殆
ど
北
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
み
る
と
、
明
帝
末
年
に
は
、
最
早
北
方
貴
族
の
優
越
性
は
ゆ
る
ぎ
な
き
も
の
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
で
あ
る
が
、
実
は
、
こ
の
こ
と
は
必
ず
し
も
そ
ん
な
優
越
性
を
示
す
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
　
と
い
う
の
は
、
元
帝
以
来
江
南
有
力
者
の
代
表
的
立
場
で
東
晋
政
権
に
密
着
し
て
い
た
人
々
は
、
例
え
ば
顧
宋
の
如
き
は
早
く
も
元
帝
が
晋
王
た
る
以
前
に
卒
し
、
賀
循
は
太
興
二
年
元
帝
在
世
中
に
卒
し
、
県
道
は
王
者
反
逆
前
に
、
直
言
は
王
敦
の
乱
後
に
夫
々
卒
し
、
戴
三
思
は
王
敦
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
る
と
い
う
如
く
で
、
明
帝
末
年
に
は
、
東
晋
初
頭
以
来
の
江
南
の
代
表
的
人
物
は
殆
ど
死
亡
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
女
帝
末
年
ま
で
生
存
し
て
い
れ
ば
、
当
然
顧
命
の
列
に
加
え
ら
れ
た
．
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
人
々
が
死
亡
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
従
っ
て
、
出
自
と
し
て
は
寒
門
に
属
し
た
が
、
戦
功
の
あ
っ
た
陶
侃
が
、
前
述
の
如
く
、
江
南
官
僚
の
代
表
と
し
て
、
自
ら
も
顧
命
の
列
に
加
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
予
期
し
た
の
は
決
し
て
不
自
然
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
明
帝
初
年
ま
で
存
命
し
て
お
り
、
且
つ
明
帝
末
年
ま
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壮
健
で
あ
れ
ば
恐
ら
く
は
顧
命
の
列
に
加
え
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
紀
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
謄
、
戴
若
思
、
諸
語
を
顧
命
を
受
け
た
人
々
に
加
え
れ
ば
丁
度
十
人
（
一
葦
を
）
の
社
稜
の
臣
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
明
帝
が
古
柳
に
語
っ
た
と
こ
ろ
と
大
体
合
致
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
決
し
て
偶
然
の
合
致
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
紀
謄
、
戴
若
思
、
醇
兼
等
が
帰
農
の
臣
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
無
人
、
尋
人
の
割
合
を
み
れ
ば
、
北
人
五
人
（
鷹
旺
を
）
、
南
人
四
人
と
な
り
、
東
晋
初
頭
藻
草
の
臣
と
み
ら
れ
た
人
々
は
ほ
ぼ
相
半
ば
し
た
と
し
て
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
み
る
と
、
怪
鳥
か
ら
明
帝
に
か
け
て
の
、
東
晋
政
権
の
基
礎
の
固
め
ら
れ
た
時
期
に
お
い
て
は
、
東
晋
政
権
は
同
様
な
二
本
の
柱
－
江
南
官
僚
と
江
北
官
僚
1
の
上
に
立
っ
て
い
た
と
し
て
、
一
向
に
さ
し
つ
か
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
口
　
併
し
な
が
ら
、
東
晋
政
権
は
、
こ
の
よ
う
な
有
力
官
僚
の
み
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
現
実
に
は
、
そ
し
て
も
っ
と
大
切
な
こ
と
は
、
東
晋
政
権
の
実
質
的
な
支
柱
は
寧
ろ
下
層
官
僚
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
を
想
わ
し
め
る
も
の
は
、
元
帝
紀
（
晋
書
6
）
の
建
武
元
年
（
響
）
三
月
の
条
の
、
　
「
辛
卯
即
王
位
。
大
赦
改
元
。
…
－
諸
参
軍
学
奉
車
都
尉
，
縁
青
苔
馬
都
尉
、
桟
留
属
百
余
人
。
時
人
謂
之
百
六
橡
。
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
建
武
元
年
元
帝
が
晋
王
と
な
つ
）2（
た
時
、
橡
属
百
余
人
を
辟
召
し
た
よ
う
に
と
れ
る
が
、
晋
書
（
8
9
）
虞
埋
伝
望
の
条
に
よ
れ
ば
「
元
帝
為
丞
相
。
招
延
四
方
十
二
。
多
子
府
橡
。
時
人
一
日
百
六
橡
。
」
と
い
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
元
帝
が
丞
相
に
な
っ
た
の
は
六
三
建
興
四
年
（
留
）
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
（
灘
魏
鞭
鞘
騒
、
こ
の
よ
う
な
多
く
の
橡
属
峯
召
し
た
の
は
、
必
ず
し
も
肖
る
時
期
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
恐
ら
く
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
安
東
将
軍
、
乳
汁
大
将
軍
、
左
丞
相
、
丞
相
（
婿
馨
）
の
各
時
代
ウ
通
じ
て
辟
召
し
た
橡
属
が
百
有
余
人
の
多
き
で
あ
っ
た
こ
と
葬
言
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
解
し
う
れ
ば
、
こ
の
橡
属
は
、
文
掌
通
り
の
将
軍
府
、
或
は
丞
相
府
の
橡
或
は
属
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
前
記
事
に
い
う
参
軍
の
如
き
僚
属
を
も
含
め
て
の
広
い
意
味
で
の
橡
属
島
有
余
入
が
あ
っ
た
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
而
も
そ
れ
ら
の
辟
召
さ
れ
た
人
々
が
四
方
の
士
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
し
も
、
限
ら
れ
た
有
力
氏
族
出
身
者
を
あ
つ
め
る
と
い
う
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
他
に
、
有
能
な
士
を
中
央
に
集
中
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
一
面
で
は
有
力
氏
族
に
属
す
る
人
々
を
招
い
て
地
方
と
の
つ
な
が
り
を
つ
け
る
と
共
に
、
他
面
で
は
有
能
な
人
物
を
招
い
て
人
心
を
収
治
す
る
と
い
う
や
り
方
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
即
ち
、
そ
れ
ら
橡
属
の
招
請
は
、
単
な
る
将
軍
府
、
丞
相
府
の
政
務
運
営
の
た
め
の
み
で
は
な
く
、
東
土
新
政
権
の
基
礎
を
、
広
い
基
盤
一
地
域
的
に
も
、
社
会
階
層
的
に
も
一
の
上
に
お
く
為
の
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら
漸
次
実
証
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
元
帝
は
そ
の
新
政
権
の
確
立
の
為
に
、
江
北
、
江
南
そ
れ
ぞ
れ
の
人
土
を
広
く
招
請
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
で
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
集
め
ら
れ
た
人
々
は
ど
ん
な
人
々
で
あ
り
、
東
嶺
新
政
権
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
構
成
し
て
い
た
も
の
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
あ
ろ
う
か
。
　
先
ず
、
元
帝
が
斎
王
と
な
る
以
前
、
元
帝
の
府
に
召
さ
れ
て
帝
の
周
辺
に
あ
っ
た
人
々
に
つ
い
て
、
南
、
北
に
分
け
た
表
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
。
但
し
晋
書
列
伝
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
（
中
に
一
名
の
推
定
者
を
含
ん
で
い
る
）
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
北
　
人
切4
南
　
七二
3
不
明
一
名
　
．
計
七
十
八
名
域総身
人
出　
北
ロ表
北
地
河
東
萢
陽
汝
南
魯東
莱
陳
留
太
原
誰陳穎
川
狼
邪
渤
海
楽
安
済
陰
彰
城
泰
山
114222322261011213
11211221223411112
郡
里
人
旦
騨
人南
呉
興
臨
海
盧
江
長
沙呉
会
稽
広
陵
堂
邑
豫
章
丹
陽
義
興
11315631144
11213431141
郡
里
入
晶
族
1明不
属
　
　
1
不
里
係関属統の
〉
〕帝元
に他
　
皿
　
表
司
直
属祭
酒
主
簿
舎
人
司
馬
長
史
橡中
郎
従
事
祭
酒
軍
諮
参
軍
1223334
（擬
・
j
5101620
属長
史
司
鴫
祭
酒
中
郎
従
事橡
祭
酒
軍
諮
参
軍
12433
（撒
刀
j
91111
北
⊥
人
員
冨
△
合
　
一
応
こ
れ
ら
表
工
、
皿
、
皿
に
つ
い
て
説
明
を
試
み
よ
う
。
一
、
表
工
に
つ
い
て
　
元
帝
の
府
に
召
さ
れ
た
人
々
は
、
表
工
に
か
が
げ
る
七
十
八
名
に
つ
き
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
こ
れ
ら
は
単
に
晋
書
に
よ
っ
て
知
り
え
る
も
の
を
掲
げ
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
而
も
、
王
室
に
属
す
る
も
の
は
省
い
て
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え
ば
、
晋
書
（
3
7
）
諜
剛
王
遜
伝
承
の
条
に
よ
れ
ば
、
「
元
帝
初
鎮
揚
州
。
承
帰
建
康
。
補
軍
諮
祭
酒
。
」
と
み
え
、
晋
書
（
5
9
）
汝
南
王
亮
伝
祐
の
条
に
よ
れ
ば
、
「
永
嘉
末
。
以
冠
賊
充
斥
。
遂
南
渡
江
。
元
帝
命
為
軍
諮
祭
酒
。
」
と
み
え
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
例
は
、
元
帝
と
江
北
、
江
南
人
士
と
の
つ
な
が
り
を
見
る
上
に
は
必
要
が
な
い
の
で
省
い
て
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
表
が
非
常
に
不
完
全
な
）3（
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
も
の
で
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
し
か
し
こ
れ
に
よ
っ
て
も
、
当
時
の
大
体
の
形
勢
を
察
す
る
に
不
充
分
と
は
思
え
な
い
。
表
に
よ
る
に
、
北
人
四
十
六
名
、
南
面
三
十
一
名
、
不
明
一
名
で
計
七
十
八
名
で
あ
る
か
ら
、
絶
対
数
か
ら
み
れ
ば
、
北
人
が
多
い
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
南
人
必
ず
し
も
少
く
は
な
く
、
こ
と
に
、
肥
人
の
中
に
は
後
に
有
力
官
僚
と
な
る
こ
と
も
な
い
為
に
、
列
伝
中
に
記
さ
れ
る
機
を
失
し
た
人
々
が
よ
り
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
こ
と
か
ら
璽
、
言
挙
周
辺
僚
属
の
絶
対
数
は
南
人
、
北
人
に
そ
れ
ほ
ど
の
差
は
な
か
っ
た
と
考
え
て
も
差
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
、
表
皿
に
つ
い
て
　
こ
の
表
に
よ
る
に
、
皆
人
で
は
狼
邪
出
身
が
最
も
人
員
が
多
く
、
頴
川
が
こ
れ
に
つ
ぎ
、
他
は
各
地
か
ら
で
あ
る
が
、
矢
張
り
中
原
地
帯
が
多
い
こ
と
は
否
め
な
い
。
併
し
、
太
原
、
田
地
の
如
き
北
支
那
に
も
及
ぶ
広
範
囲
に
亘
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
南
人
で
は
、
会
稽
、
呉
、
月
陽
、
義
興
等
が
人
員
的
に
著
し
く
、
北
方
と
の
境
界
線
上
の
無
糖
か
ら
揚
子
江
上
流
長
沙
に
及
ぶ
広
範
囲
に
亘
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
矢
張
り
新
都
建
康
を
中
心
と
す
る
揚
子
江
下
流
地
帯
が
中
心
で
あ
っ
た
。
但
し
、
こ
れ
ら
は
七
十
七
名
に
つ
い
て
の
数
字
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
こ
こ
に
現
わ
れ
な
い
多
く
の
辺
郡
か
ら
の
参
加
者
が
あ
っ
た
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
　
以
上
に
よ
っ
て
大
観
す
れ
ば
、
中
原
地
帯
は
難
を
江
東
に
避
け
易
か
っ
た
為
に
、
そ
の
地
の
有
力
官
僚
或
は
豪
族
等
が
、
続
々
と
新
政
権
に
参
加
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
が
伺
わ
れ
、
又
、
新
政
権
を
迎
え
た
江
南
で
は
、
既
に
呉
朝
時
代
に
有
力
官
僚
を
多
く
出
し
た
会
稽
、
呉
、
丹
二
等
の
地
方
の
有
力
者
達
が
新
政
権
に
協
力
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
　
併
し
乍
ら
、
こ
れ
ら
の
人
々
を
出
身
氏
族
別
に
み
れ
ば
、
表
皿
の
下
段
の
如
く
で
、
必
ず
し
も
人
員
の
場
合
に
お
け
る
如
き
偏
り
は
み
ら
れ
な
い
。
娘
邪
で
さ
え
も
僅
か
に
四
と
い
う
数
字
に
み
る
如
く
で
、
こ
れ
は
王
氏
一
門
の
参
加
者
が
多
か
っ
た
為
で
あ
る
（
後
述
表
w
参
照
）
。
南
人
の
場
合
に
お
い
て
も
、
新
都
建
康
の
地
元
丹
陽
は
、
人
員
で
は
劣
っ
て
い
て
も
、
氏
の
数
で
は
会
稽
と
共
に
最
も
多
い
方
で
あ
っ
て
、
新
政
権
と
丹
陽
郡
と
の
密
看
の
度
合
を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
人
員
の
多
い
郡
が
必
ず
し
も
新
政
権
と
密
着
し
て
い
た
と
即
断
は
で
き
難
い
わ
け
で
あ
っ
て
、
氏
族
数
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
地
方
と
新
政
権
と
の
関
係
を
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
と
す
る
と
、
北
方
で
は
娘
邪
、
頴
川
、
陳
の
地
方
、
南
方
で
は
会
稽
、
丹
陽
、
そ
れ
に
広
陵
、
呉
の
地
方
が
、
よ
り
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
い
っ
て
、
新
政
権
は
特
に
あ
る
地
域
の
氏
族
、
有
力
者
に
支
持
を
求
め
た
と
い
う
よ
り
も
、
各
地
の
有
力
者
の
協
力
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
罵
れ
る
よ
う
で
あ
る
。三
、
表
皿
に
つ
い
て
　
こ
の
表
の
数
字
は
、
一
人
で
表
記
の
官
職
を
遷
転
し
た
場
合
も
あ
り
、
そ
れ
も
亦
計
数
し
た
の
で
実
人
員
数
を
上
廻
っ
て
い
る
。
さ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
晋
王
と
な
る
以
前
の
元
帝
と
、
北
人
、
南
人
の
結
び
つ
き
の
在
り
方
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
表
に
よ
れ
ば
、
県
人
、
愚
人
共
に
財
界
、
軍
諮
祭
酒
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
　
参
軍
に
つ
い
て
は
、
既
に
宮
崎
博
士
の
詳
説
が
あ
る
の
で
（
説
繰
血
膿
翼
響
噸
箪
鎌
嗣
難
雛
）
説
明
を
省
く
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
中
に
は
、
勿
論
正
、
行
参
軍
が
あ
っ
て
諸
曹
の
事
務
を
掌
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
、
建
国
前
の
元
帝
に
と
っ
て
は
、
政
務
的
な
仕
事
よ
り
も
、
寧
ろ
純
軍
事
的
な
意
味
で
の
必
要
に
よ
る
招
請
が
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
直
書
（
7
6
）
王
難
伝
彬
の
条
に
、
　
コ
兀
帝
導
燈
南
東
賊
曹
参
加
、
転
懸
軍
参
軍
、
豫
討
華
論
功
、
封
都
塵
侯
」
と
み
え
る
如
く
、
参
軍
に
は
軍
事
的
な
行
動
が
要
請
せ
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
或
は
又
、
元
帝
の
時
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
晋
書
（
8
4
）
耳
管
書
伝
に
よ
れ
ば
、
「
（
謝
）
玄
以
牢
之
為
参
軍
、
領
精
鋭
為
前
鋒
、
百
戦
百
勝
、
号
為
北
府
兵
」
と
も
見
え
て
い
る
。
而
も
こ
の
参
軍
が
最
も
多
人
数
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
必
要
性
と
か
ら
み
合
っ
て
、
軍
事
能
力
の
あ
る
者
が
招
請
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
よ
う
。
　
い
ま
、
初
め
に
前
軍
と
し
て
元
締
に
招
請
さ
れ
た
こ
と
の
明
か
な
人
々
に
つ
い
て
み
る
に
、
）4（
北
⊥
王
紆
、
王
彬
、
劉
胤
、
孔
衡
、
周
嵩
、
回
気
、
羊
曼
、
夏
侯
承
八
名
冨
⊥
高
怪
、
口
口
、
一
閲
、
陸
図
、
口
回
、
三
四
、
任
旭
、
周
訪
八
名
　
と
な
っ
て
い
る
。
い
ま
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
軍
事
能
力
的
な
面
に
つ
い
て
考
え
る
に
、　
先
ず
、
黒
人
に
つ
い
て
は
、
呼
野
、
王
彬
は
共
に
狼
邪
王
氏
に
属
す
る
が
、
一
生
を
武
将
と
し
て
過
し
た
人
々
で
あ
る
（
購
撚
証
鋼
鼻
唄
。
）
。
劉
胤
も
亦
武
将
と
し
て
の
一
生
を
送
っ
て
い
る
骨
董
）
。
孔
衙
の
場
合
は
、
　
「
元
帝
二
重
安
東
参
軍
。
専
掌
記
室
。
書
令
累
積
。
而
衡
毎
以
称
職
見
知
」
（
緋
協
）
と
あ
る
如
く
、
参
軍
と
は
い
え
、
墨
黒
遊
軍
と
し
て
文
筆
に
従
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
彼
は
孔
子
二
十
二
世
の
孫
と
い
わ
れ
、
学
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
（
阯
）
。
周
嵩
は
、
「
猜
掌
篇
侠
。
毎
以
才
気
陵
物
。
」
（
不
退
認
）
と
い
わ
れ
る
如
く
、
才
気
あ
る
任
侠
の
人
物
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
こ
れ
を
彼
が
用
い
ら
れ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
玩
孚
は
、
　
「
元
帝
以
為
安
東
参
軍
。
蓬
髪
飲
酒
。
不
以
王
妃
嬰
心
。
」
（
階
灘
）
と
あ
る
如
く
、
元
来
浮
華
の
徒
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
　
「
転
丞
相
従
事
中
郎
。
終
日
酪
縦
。
恒
為
有
司
所
按
。
帝
毎
優
容
之
。
・
・
嘗
手
金
　
墨
髭
。
復
為
所
司
弾
劾
。
帝
宥
之
。
」
（
世
と
あ
る
如
く
、
元
帝
は
常
に
こ
れ
を
許
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
　
「
二
上
薬
用
申
韓
以
救
世
。
而
孚
之
徒
。
未
除
棄
也
。
」
と
あ
る
如
く
、
帝
は
後
に
刑
名
の
術
を
以
て
政
治
を
な
し
た
こ
と
例
え
ば
庚
亮
伝
馬
書
）
に
、
　
「
時
帝
方
任
刑
法
。
以
童
子
賜
皇
太
子
。
亮
諫
以
申
韓
刻
薄
傷
化
。
不
足
留
聖
心
。
太
子
甚
納
焉
。
」
と
あ
る
如
く
で
あ
っ
た
が
、
初
め
は
、
「
初
鎮
江
東
。
頗
以
酒
廃
事
。
」
藷
製
）
と
い
わ
れ
た
帝
で
あ
る
の
で
、
な
お
孚
の
如
き
徒
輩
に
対
し
て
愛
着
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
彼
の
．
参
軍
た
り
し
事
に
は
、
軍
事
能
力
は
始
め
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
次
に
羊
曼
に
つ
い
て
は
、
　
「
任
達
定
量
。
好
飲
酒
。
」
（
晋
書
4
9
羊
二
丁
）
と
い
わ
れ
る
如
く
、
任
達
の
士
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
の
親
し
い
友
人
に
は
温
嬌
、
庚
亮
等
が
あ
っ
た
と
い
う
し
（
阯
）
、
又
、
蘇
峻
の
乱
に
は
前
将
軍
と
し
て
出
陣
し
て
戦
死
し
て
い
る
（
上
同
）
こ
と
か
ら
み
て
、
院
孚
の
如
き
と
は
異
っ
て
、
識
見
も
あ
り
、
将
才
も
あ
っ
た
人
物
と
考
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
　
以
上
北
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
個
人
的
活
動
に
つ
い
て
考
え
、
彼
等
の
出
自
に
つ
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
い
て
は
別
に
考
察
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
彼
等
が
、
流
寓
の
人
々
で
あ
る
が
故
に
、
仮
令
郷
里
に
お
い
て
長
門
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
直
ち
に
江
南
に
お
け
る
軍
事
能
力
と
し
て
生
き
て
く
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
軍
事
能
力
を
考
え
る
場
合
に
は
、
北
人
に
つ
い
て
み
た
個
人
的
能
力
の
外
に
、
そ
の
背
後
に
あ
る
一
族
の
軍
事
能
力
も
あ
っ
た
筈
で
あ
る
か
ら
、
次
に
南
瓦
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
に
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
考
察
も
併
せ
て
行
な
っ
て
み
よ
う
。
　
前
述
南
人
の
う
ち
、
最
も
少
く
見
つ
も
っ
て
も
、
顧
衆
s
陸
玩
、
孔
愉
、
虞
預
、
任
旭
の
五
器
、
即
ち
八
名
中
五
名
に
つ
い
て
は
、
単
に
個
人
的
能
力
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
一
族
の
地
方
に
お
け
る
社
会
的
勢
威
、
ひ
い
て
は
そ
の
出
身
地
を
基
盤
と
す
る
軍
事
能
力
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
何
故
な
ら
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
そ
の
出
身
地
方
に
お
け
る
名
門
で
あ
り
、
そ
の
故
に
相
当
の
軍
事
力
を
確
保
し
得
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
先
ず
、
顧
氏
に
つ
い
て
み
る
に
、
三
業
は
そ
の
伝
（
環
．
）
に
よ
れ
ば
、
一
生
を
主
と
し
て
武
人
と
し
て
生
活
し
た
よ
う
で
、
そ
の
こ
と
か
ら
個
人
的
な
軍
事
的
才
能
に
つ
い
て
は
疑
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
顧
氏
が
呉
郡
の
名
門
で
あ
る
こ
と
は
、
彼
が
豊
栄
の
一
門
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
る
が
（
齢
繁
嘲
錆
陥
官
）
、
男
衆
伝
に
よ
っ
て
み
る
も
、
蘇
峻
の
反
の
時
、
　
「
王
師
敗
績
。
衆
興
国
。
潜
図
義
挙
。
時
呉
国
内
史
庚
泳
奔
干
会
稽
。
峻
以
察
誤
代
之
。
…
…
直
直
遣
郎
中
造
機
告
誤
日
。
衆
己
　
む
　
　
む
合
家
兵
。
待
時
而
奮
。
又
与
張
想
早
期
敷
節
。
誤
乃
立
衆
為
本
国
督
早
手
威
将
軍
。
　
…
呉
中
人
士
。
同
時
響
応
。
」
と
そ
の
行
動
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
如
く
、
呉
郡
の
義
軍
の
中
心
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
彼
の
活
動
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
も
の
は
彼
の
家
門
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
軍
事
活
動
を
起
し
う
る
手
兵
、
又
呉
郡
を
統
一
し
う
る
社
会
的
勢
望
、
こ
の
よ
う
な
も
の
が
顧
氏
の
場
合
に
は
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
次
に
陸
氏
に
つ
い
て
み
る
に
、
西
里
時
代
の
陸
機
、
陸
雲
の
一
門
で
．
、
呉
朝
の
名
門
、
呉
楽
随
一
の
大
族
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
藤
灘
邸
参
照
）
。
こ
の
陸
玩
に
関
し
て
、
　
「
時
王
導
初
至
江
左
。
思
結
人
情
。
請
婚
儀
玩
。
」
廃
囎
聞
）
と
あ
る
記
事
は
有
名
な
記
事
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
当
時
の
江
南
に
お
け
る
下
下
の
社
会
）5（
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
で
考
察
的
勢
望
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
玩
自
身
と
し
て
は
、
そ
の
後
殆
ど
文
臣
と
し
て
活
動
し
て
い
る
か
ら
（
阯
）
、
総
軍
と
な
っ
た
の
は
単
な
る
本
人
の
軍
事
能
力
或
は
事
務
処
理
能
力
よ
り
も
、
そ
の
社
会
的
地
位
に
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
次
に
孔
氏
に
つ
い
て
み
る
に
、
愉
は
殆
ど
中
央
官
僚
と
し
て
の
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
戦
乱
に
際
し
て
の
活
躍
は
見
ら
れ
な
い
。
併
し
、
こ
の
家
は
世
々
呉
朝
の
官
僚
と
し
て
会
稽
の
名
門
で
あ
っ
た
徳
灘
）
。
彼
が
参
軍
に
招
請
さ
れ
た
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、
彼
の
伝
に
は
、
「
信
著
郷
里
。
後
忽
捨
去
。
皆
謂
為
神
人
。
而
為
之
立
町
。
永
下
中
。
元
帝
特
写
安
東
将
軍
鎮
揚
土
。
命
営
為
参
軍
。
邦
多
古
求
。
即
知
所
在
。
」
と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
が
郷
里
の
崇
敬
を
う
け
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
面
、
行
不
明
衛
の
人
物
を
参
軍
に
召
そ
う
と
し
た
元
帝
の
意
図
は
、
単
な
る
愉
の
個
人
的
才
能
で
は
な
く
、
そ
の
社
会
的
地
位
に
期
待
す
る
も
の
が
あ
っ
た
か
ら
に
相
違
な
い
。
　
次
に
三
主
に
つ
い
て
み
る
に
、
こ
れ
は
会
稽
虞
潭
と
同
族
で
、
会
稽
余
者
の
豪
族
で
あ
っ
た
（
平
繍
籍
舘
噸
辮
塊
．
）
。
預
は
、
元
手
に
丞
相
行
参
議
所
記
室
と
し
て
用
い
ら
れ
た
後
は
、
殆
ど
文
臣
、
特
に
著
作
関
係
の
任
に
あ
っ
て
、
軍
事
的
に
は
働
い
て
い
な
い
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
の
一
門
は
、
「
会
王
妃
、
沈
充
等
軸
逼
京
都
。
（
虞
）
潭
遂
於
本
県
。
招
合
宗
人
及
郡
中
大
姓
。
共
起
義
軍
。
衆
以
数
万
。
自
仮
明
威
将
軍
。
乃
三
雲
国
難
。
」
（
一
声
齢
）
と
あ
る
如
く
、
里
中
の
豪
族
達
を
糾
合
す
る
だ
け
の
実
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
安
東
従
事
中
郎
諸
葛
恢
、
参
軍
庚
亮
等
が
彼
を
元
帝
に
推
薦
し
た
の
は
（
蔚
臨
）
、
単
に
彼
の
文
筆
の
才
が
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
に
止
ま
る
筈
が
な
い
。
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
必
ず
や
、
そ
の
一
族
の
社
会
的
地
位
の
故
で
あ
っ
た
と
見
る
の
外
は
な
い
。
　
次
に
任
氏
に
つ
い
て
み
る
に
、
そ
の
伝
（
司
書
9
4
）
に
よ
れ
ば
、
旭
は
遂
に
固
辞
し
て
参
軍
に
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
元
帝
が
彼
を
召
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
　
「
尋
天
下
大
乱
。
陳
製
作
逆
。
江
東
名
豪
。
並
見
霧
繁
。
惟
長
与
工
場
。
早
死
不
縁
。
敏
卒
不
能
屈
。
元
帝
初
鎮
江
東
。
聞
重
星
。
身
為
参
軍
。
」
と
見
え
て
い
る
。
陳
敏
の
反
の
時
の
旦
ハ
体
的
な
様
子
は
不
明
で
あ
る
が
、
任
旭
が
配
膳
の
勢
力
を
は
ね
つ
け
う
る
だ
け
の
実
力
を
郷
党
で
も
っ
て
い
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
臨
海
郡
の
有
力
一
門
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
太
守
が
彼
を
重
曹
に
あ
げ
、
又
彼
が
西
春
時
代
に
州
郡
に
よ
っ
て
郡
中
正
に
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
で
も
明
か
で
あ
ろ
う
藷
瀦
樹
）
。
と
す
れ
ば
、
元
帝
が
彼
を
召
し
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
を
考
慮
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
ゆ
　
さ
て
、
こ
れ
ら
以
外
の
、
高
野
、
猛
悪
、
黒
鳥
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
晋
書
（
］
7
）
高
山
松
伝
に
よ
れ
ば
，
山
松
の
父
浬
は
江
州
刺
史
華
軟
の
吏
で
あ
っ
た
が
、
轍
が
手
書
に
翻
せ
ら
れ
て
敗
れ
る
に
及
ん
で
戟
の
子
を
か
く
ま
っ
て
い
た
が
、
赦
に
あ
っ
て
出
て
き
て
参
軍
に
召
さ
れ
、
遂
に
丹
陽
サ
に
至
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
だ
け
で
は
ど
の
よ
う
な
意
味
で
参
軍
に
召
さ
れ
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く
は
個
人
的
な
才
能
を
見
込
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
乱
費
は
そ
の
伝
（
臨
書
）
に
よ
れ
ば
、
丹
陽
の
人
、
呉
の
倍
率
将
軍
浜
唄
の
子
孫
で
あ
る
。
張
昭
及
そ
の
子
承
が
、
元
来
江
北
彰
城
の
人
で
あ
り
な
が
ら
南
下
し
て
、
呉
朝
の
有
力
官
僚
家
と
な
り
、
孫
氏
政
権
の
支
え
と
な
っ
た
こ
と
は
、
呉
志
（
7
）
張
昭
伝
に
明
か
で
あ
る
。
従
っ
て
、
黒
氏
は
丹
陽
に
落
ち
つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
呉
人
と
し
て
の
名
門
と
な
っ
た
筈
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
聞
に
及
ん
だ
頃
に
、
ど
の
よ
う
な
社
会
的
勢
力
を
も
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
明
か
で
な
い
。
彼
を
元
帝
に
薦
め
た
の
は
太
常
醇
兼
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
の
こ
と
に
つ
い
て
、
　
「
写
影
粒
界
進
之
於
元
帝
。
言
間
才
幹
貞
固
。
当
今
之
良
器
。
」
（
議
既
）
と
伝
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
専
ら
そ
の
人
物
に
つ
い
て
の
如
く
で
あ
る
が
、
併
し
、
社
会
的
地
位
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
彼
は
そ
の
後
、
文
武
何
れ
に
も
活
動
し
て
い
る
の
で
、
或
は
個
人
的
な
軍
事
的
能
力
も
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
最
後
に
周
訪
に
つ
い
て
み
る
に
、
そ
の
伝
（
晋
書
5
8
周
訪
伝
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
元
来
は
汝
南
の
周
氏
で
あ
っ
た
が
、
漢
末
か
ら
難
を
避
け
て
呉
に
仕
え
た
よ
う
で
あ
り
、
当
時
は
盧
江
尋
陽
に
あ
っ
た
。
代
々
将
軍
の
家
で
あ
り
、
周
訪
自
身
も
聖
帝
の
参
軍
と
な
っ
た
以
後
、
専
ら
武
人
と
し
て
活
躍
し
、
遂
に
東
郊
の
名
将
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
訪
が
召
さ
れ
た
の
は
、
恐
ら
く
は
そ
の
個
人
的
軍
事
能
力
の
故
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
併
し
、
世
々
武
将
の
家
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
家
の
社
会
）6（
的
声
価
が
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
と
も
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
以
上
の
如
く
考
え
て
み
る
に
、
北
人
の
場
合
は
、
そ
の
個
人
的
、
軍
事
的
能
力
、
或
は
事
務
処
理
能
力
、
或
は
個
人
的
な
親
し
さ
等
種
々
の
場
合
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
軍
事
的
に
み
れ
ば
個
人
の
能
力
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
半
人
の
場
合
は
、
勿
論
周
訪
、
顧
衆
に
み
る
如
く
、
そ
の
よ
う
な
も
の
も
期
待
さ
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
に
し
て
も
，
そ
の
背
後
に
あ
る
社
会
的
勢
望
、
在
地
的
な
軍
事
能
力
等
が
考
慮
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
な
い
。
例
え
ば
、
表
彰
の
数
字
を
み
る
に
、
紅
軍
の
数
は
北
人
が
相
当
に
多
い
に
拘
ら
ず
、
こ
の
初
任
に
お
い
て
、
寧
ろ
南
人
の
方
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
参
軍
の
招
請
が
単
な
る
個
人
的
軍
事
能
力
の
み
で
は
な
く
、
江
南
豪
族
の
軍
事
能
力
の
利
用
と
い
う
意
味
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
次
に
、
同
じ
く
表
彰
の
軍
諮
祭
酒
に
つ
い
て
み
る
に
、
祭
酒
と
い
う
の
は
、
宋
書
（
3
9
）
百
官
豊
里
に
よ
れ
ば
、
　
「
祭
酒
晋
官
也
。
漢
呉
王
善
導
劉
氏
祭
酒
。
夫
祭
杞
以
酒
為
本
。
長
者
主
之
。
故
主
祭
酒
為
称
。
漢
之
侍
中
、
魏
半
語
騎
常
侍
。
高
功
者
拉
為
祭
酒
焉
。
公
府
祭
酒
蓋
忌
避
名
也
。
」
と
あ
る
。
祭
酒
が
そ
う
い
う
意
味
だ
と
す
れ
ば
、
公
府
の
祭
酒
も
相
当
地
位
の
高
い
も
の
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
勿
論
、
元
帝
府
の
祭
酒
に
も
、
東
閣
祭
酒
（
嬬
麟
）
、
西
翠
祭
酒
我
醜
）
、
儒
林
祭
酒
（
剛
者
飢
杜
夷
伝
）
等
が
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
一
番
多
数
の
、
而
も
一
一
政
権
樹
立
に
最
も
関
係
あ
り
と
思
わ
れ
る
軍
諮
祭
酒
の
み
を
問
題
と
し
た
い
。
　
い
ま
、
軍
士
祭
酒
の
地
位
に
つ
い
て
み
る
に
、
上
端
伝
（
環
．
）
彬
の
条
に
、
　
「
元
帝
引
高
鎮
東
賊
曹
参
軍
。
転
典
軍
参
軍
。
…
…
転
軍
諮
祭
酒
。
」
と
み
え
て
お
り
、
或
は
前
掲
、
誰
王
承
、
汝
雨
王
祐
が
江
南
に
来
っ
た
時
、
先
ず
軍
刀
祭
酒
に
輔
せ
ら
れ
た
こ
と
等
か
ら
み
る
に
、
参
軍
よ
り
一
段
上
位
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
戦
書
（
3
9
）
百
官
志
上
に
、
　
「
其
参
軍
則
有
諮
議
参
軍
二
人
。
主
調
議
事
。
晋
難
路
初
章
。
因
軍
諮
祭
酒
也
。
」
と
あ
る
も
の
を
参
照
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
江
左
に
お
い
て
初
め
て
置
か
れ
た
諮
議
参
軍
は
、
一
般
の
正
行
上
智
と
は
別
格
の
上
位
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
（
宮
崎
博
士
「
九
品
官
人
法
の
研
究
」
第
二
編
第
三
章
前
掲
節
）
、
そ
の
諮
翌
冬
軍
は
こ
の
黙
思
祭
酒
が
変
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
胡
馬
輔
之
伝
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
（
憶
）
に
よ
る
に
、
　
「
元
帝
国
為
安
東
将
軍
諮
議
祭
酒
。
」
と
み
え
て
お
り
、
別
に
諮
議
祭
酒
に
な
る
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
然
ら
ば
、
恐
ら
く
は
、
玉
垣
祭
酒
が
す
ぐ
に
諮
議
誓
文
に
変
化
し
た
の
で
は
な
く
て
、
再
挙
祭
酒
の
中
に
諮
議
祭
酒
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
が
雪
避
上
野
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
然
る
に
、
晋
書
（
4
4
）
盧
領
曳
航
の
条
に
よ
れ
ば
、
志
は
西
晋
末
成
都
王
穎
に
召
さ
れ
て
、
「
以
志
為
諮
議
参
軍
。
」
と
あ
る
。
す
る
と
西
晋
末
既
に
諮
議
参
軍
は
有
在
し
た
こ
と
に
な
り
、
宋
書
百
官
志
に
「
江
標
置
置
」
と
い
う
の
は
誤
っ
て
い
る
と
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
れ
は
と
も
角
と
し
て
、
多
、
の
諮
議
参
軍
と
同
格
と
考
え
ら
れ
る
軍
諮
祭
酒
は
一
般
参
軍
よ
り
上
位
に
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
で
は
、
軍
諮
祭
酒
と
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
従
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
名
称
か
ら
み
て
も
、
こ
れ
が
軍
事
関
係
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
而
も
漢
、
魏
で
侍
中
、
散
騎
常
侍
の
如
き
職
掌
の
者
が
祭
酒
と
な
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
天
子
側
近
の
相
談
役
と
い
っ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
軍
諮
祭
酒
は
恐
ら
く
、
金
聾
政
治
の
顧
問
役
、
相
談
役
－
特
に
東
晋
初
頭
で
は
軍
事
的
な
面
に
お
け
る
一
と
い
う
如
き
地
位
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
軍
諮
祭
酒
と
し
て
元
帝
に
仕
え
た
人
達
を
み
て
も
大
体
納
得
で
き
そ
う
で
あ
る
。
い
ま
、
元
帝
の
府
に
お
い
て
軍
諮
祭
酒
に
な
っ
た
主
な
人
物
を
あ
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
痔
。
脚
酬
。
。
鄭
瓢
沿
。
鱒
。
。
譜
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〉
○
　
　
　
○
　
○
　
○
諮
鵬
三
論
偲
甫
調
講
　
強
　
黙
　
穂
　
裾
　
茜
　
猷
○
丁
重
聡
醸
回D缶
　
こ
の
表
を
み
る
に
、
参
軍
の
表
と
合
致
す
る
人
々
も
い
る
し
、
一
族
で
あ
る
人
々
も
多
い
。
併
し
、
概
し
て
こ
ち
ら
の
顔
ぶ
れ
の
方
が
豪
華
で
あ
る
。
即
ち
、
当
時
元
帝
周
辺
に
あ
っ
た
人
々
の
中
で
も
、
一
流
の
人
物
が
任
ぜ
ら
れ
た
感
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
軍
記
祭
酒
の
地
位
が
極
め
て
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
裏
書
き
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
更
に
男
惚
の
場
合
と
比
べ
て
著
し
い
こ
と
は
、
初
任
の
数
は
北
人
が
圧
倒
的
に
多
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
い
こ
と
で
あ
る
。
参
軍
で
は
絶
対
数
の
少
い
南
山
は
、
野
人
と
そ
の
初
任
に
お
い
て
変
ら
な
か
っ
た
の
に
、
こ
こ
で
は
南
人
初
任
は
僅
か
ば
か
り
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
参
軍
が
直
接
、
軍
事
能
力
（
個
人
的
或
は
一
族
と
し
て
）
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
軍
諮
祭
酒
は
寧
ろ
そ
れ
ら
を
動
か
し
て
ゆ
く
軍
事
的
な
指
導
の
立
場
、
即
ち
元
帝
の
顧
問
的
な
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
を
推
察
せ
し
め
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
表
皿
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
事
中
郎
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従
事
中
郎
は
参
軍
の
上
に
あ
っ
て
元
帝
府
十
日
を
分
掌
す
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
練
摺
鵜
上
官
）
、
元
帝
府
の
従
事
中
郎
の
中
に
は
、
選
挙
を
掌
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
表
皿
に
み
え
る
北
人
十
、
南
人
三
の
従
事
中
郎
す
べ
て
が
そ
う
で
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
が
、
例
え
ば
、
一
書
（
m
）
祖
約
伝
を
み
る
に
、
「
後
転
従
事
中
郎
。
典
選
挙
。
…
…
司
直
劉
院
劾
之
日
。
約
幸
荷
殊
寵
。
顕
位
選
曹
。
錠
衡
人
物
。
」
と
み
え
、
晋
書
（
7
0
）
下
壷
伝
に
は
、
　
「
元
帝
鎮
建
鄭
。
召
為
従
事
中
郎
。
委
譲
選
挙
。
甚
三
親
佼
。
」
と
み
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
従
事
中
郎
の
或
る
も
の
は
選
挙
を
掌
る
仲
々
の
要
職
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
而
も
こ
の
頃
の
元
帝
府
は
既
に
事
実
上
の
東
晋
政
権
で
あ
り
、
そ
の
成
立
途
上
に
あ
っ
た
と
い
え
る
か
ら
、
そ
の
任
務
は
平
穏
無
事
の
時
代
の
選
挙
と
は
異
っ
て
、
特
に
重
大
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
そ
の
故
に
こ
そ
、
祖
約
、
山
卜
壷
が
殊
寵
を
荷
う
と
い
わ
れ
、
親
佼
せ
ら
れ
た
所
以
で
あ
ろ
う
。
然
る
に
、
そ
の
従
事
中
郎
に
限
っ
て
、
前
表
に
み
る
如
く
、
北
人
就
任
の
比
重
は
頗
る
大
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
す
べ
て
選
挙
を
掌
っ
た
か
否
か
は
明
か
で
な
い
に
し
て
も
、
選
挙
に
従
っ
た
こ
と
の
明
か
な
祖
約
、
†
壺
二
人
共
に
北
人
で
あ
る
こ
と
は
、
南
人
の
招
請
が
北
人
に
比
し
て
そ
れ
ほ
ど
人
員
的
に
は
劣
っ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
に
拘
ら
ず
、
矢
張
り
そ
の
底
に
は
北
人
重
視
の
元
帝
の
気
持
が
み
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
日
さ
て
、
次
に
表
W
、
表
V
を
示
そ
う
。
表
W
北
人
一
關
万
王
氏
覧
出
自
（
聾
議
官
世
系
毒
照
）
。
別
派
　
　
　
雄
一
・
⊥
圏
一
・
⊥
國
一
○
⊥
圖
i
・
±
團
　
　
　
　
囮
一
・
圏
　
　
又
⊥
選
一
穎
川
　
　
○
荷
氏
　
島
一
極
一
望
一
・
声
影
⊥
圏
⊥
園
⊥
細
⊥
遡
⊥
貯
蓄
山
窟
羊
氏
衙
－
・
壷
陳
留
　
○
玩
氏
陳
　
　
○
陳
氏
煕
歳
⊥
圖
訴
⊥
圏
・
費
欽
熱
⊥
囹
・
薯
氏
観
⊥
國
○
劉
氏
○
魚
町
○
虜
氏
　
純
一
弘
i
和
⊥
副
箪
○
壷
⊥
矧
　　
｣
⊥
亮
　　
@
別
冊
⊥
關
○
張
氏
華
毒
⊥
輿
⊥
國
・
胡
母
氏
原
⊥
下
鞍
「
　
　
圃
　　
E
甕
箏
克
⊥
国
・
養
別
派
國
・
江
氏
允
⊥
圖
）8（
副
一一汝魯
圓
塑爾
國
一
訓
一
圃
圏
一太一河
蘭
［
南
人一会
・
蔑
甲
弼
⊥
圖
・
夏
侯
氏
淳
⊥
國
・
劉
氏
圃
　
・
王
氏
。
周
氏
斐
一
凌
ゴ
馳
・
孔
氏
文
－
銃
⊥
回
　　
@　
ﾊ
派
團
］
。
下
上
統
［
晶
・
劉
氏
理
る
i
砥
⊥
囲
・
光
氏
国
・
昆
恭
夜
⊥
国
・
王
氏
三
三
⊥
国
・
輩
徽
康
⊥
圓
○
傅
氏
玄
成
⊥
園
○
賀
一
景
廓
⊥
障
○
虞
氏
甲
忠
⊥
圖
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
基
振
⊥
國
別
派
黙
－
佑
⊥
国
別
派
　
察
⊥
園
］
⊥
國
　
　
　
○
孔
氏
　
　
　
○
丁
氏
呉
　
　
○
顧
氏
　
　
　
○
陸
氏
闘
圖
［
圃
］
○
張
氏
○
紀
氏
○
蘇
氏
○
周
氏
圓
潤
○
千
丁
準
竿
浩
⊥
回
甲
彌
⊥
囲
雍
－
裕
⊥
困
瑠
i
英
■
亟
　　
@　
　
〒
隣
⊥
囲
綜
坐
⊥
園
処
±
囲
⊥
國
　　
|
靖
⊥
国
　　
ﾛ
國
纂
－
敏
⊥
岡
T
［
園
關
す
高
氏
狸
　
　
　
　
○
華
氏
　
融
i
講
－
1
輝
團
［
・
驚
甲
・
⊥
細
図
回
・
王
氏
溶
⊥
團
別
派
悌
一
秘
⊥
囲
○
張
氏
甲
○
る
⊥
副
－
○
葛
氏
嘉
⊥
圏
○
杜
氏
一
三i
夷
。
戴
氏
烈
一
匹
）9（
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
［
圖
・
盛
團
凹
・
任
氏
闇
弱
・
沈
氏
表
V
　
北
人
一
哩一国
訪
⊥
旭
圓
元
帝
時
代
（
推
定
を
含
む
）
の
活
動
人
名
主
要
経
歴
出（
晋
典
書
）
王王三王王二王顔諸二七苞鐘庚庚庚祖
葛
導二二三稜二二二二二二珠高畠納
騨
騎
大
将
軍
、
司
徒
、
丞
相
大
将
軍
、
江
州
牧
尚
書
僕
射
、
三
軍
将
軍
、
会
稽
墨
黒
、
東
五
郡
軍
事
荊
州
刺
史
、
左
将
軍
、
平
民
将
軍
前
将
軍
、
江
州
刺
史
、
尚
書
右
僕
射
元
帝
府
軍
諮
祭
酒
豫
章
太
守
、
広
武
将
軍
侍
中
、
国
子
祭
酒
吏
部
尚
書
、
尚
書
令
左
衛
将
軍
、
右
衛
将
軍
侍
中
太
常
、
尚
書
侍
中
、
尚
書
御
史
中
丞
、
侍
中
会
稽
太
守
、
丞
相
諮
祭
酒
邑
智
、
司
徒
、
揚
州
刺
史
給
事
中
光
禄
大
夫
年
毎
江
6598767676434388777039同7093739262
本
　
　
伝
本
　
　
伝
本
　
　
伝
本
　
　
伝
一
二
伝
王
戎
伝
王
戎
伝
本
　
　
伝
本
　
　
伝
本
　
　
伝
二
筋
伝
　
　
　
右
本
　
　
伝
本
　
　
伝
本
　
　
伝
心
　
　
伝
祖
遡
伝
祖祖張羊羊陳蓑桓夏劉王周周雷同下下劉三王王斐傅 胡
母
輔
之
侯夷
約輿曼贈孚誤額宣高高高高高畠昌昌敦逸昌昌晶晶敷
豫
州
刺
史
、
鎮
西
将
軍
侍
中
、
豫
州
刺
史
、
鎮
西
将
軍
太
子
舎
人
丹
陽
弄
、
前
将
軍
慮
陵
太
守
揚
武
将
、
湘
州
刺
史
吏
部
尚
書
、
丹
陽
罪
、
鎮
南
将
軍
広
州
刺
史
掌
吏
部
，
太
伝
、
司
空
、
司
徒
天
門
太
守
、
上
州
刺
史
鎮
東
従
事
中
郎
平
北
将
軍
，
山
州
刺
史
南
平
太
守
、
散
騎
賞
侍
平
南
将
軍
都
督
江
州
諸
軍
事
鎮
東
将
軍
祭
酒
吏
部
尚
書
、
尚
書
左
僕
射
、
護
軍
将
軍
御
史
中
黒
広
陵
太
守
太
子
左
衛
率
吏
部
尚
書
、
領
軍
将
軍
、
尚
書
令
安
南
将
軍
、
広
州
刺
史
丹
陽
罪
、
鎮
北
将
軍
都
督
青
徐
幽
平
四
州
軍
事
給
事
中
尚
書
左
僕
射
、
尚
書
令
鎮
東
府
従
事
中
郎
大
将
軍
参
軍
使
持
節
都
督
揚
州
江
西
准
北
諸
軍
事
、
東
中
郎
将鎮
東
従
事
中
郎
8
1
・
本
62001364949494977717181555869619191707069496975753547
本
　
　
伝
本
　
　
伝
張
華
伝
本
　
　
伝
上
下
伝
本
　
　
伝
院
籍
伝
本
　
　
伝
本
　
　
伝
陳
額
伝
本
　
　
伝
夏
無
二
伝
　
　
　
伝
周
回
伝
本
　
　
伝
周
凌
伝
本
　
　
伝
孔
循
伝
本
　
　
伝
†
壷
伝
言
　
　
伝
本
　
　
伝
本
　
　
伝
王
湛
伝
王
湛
伝
斐
秀
伝
傅
玄
伝
）1
0
（
南
人人
名
主
要
経
歴
出（
晋
典
書
）
賀二上封孔丁顧顧陸陸張紀蘇張葛家周周章周周杜高華戴戴
　
　
循
　
　
潭
　
　
喜
　
　
預
　
　
愉
　
　
潭
　
　
栄
　
　
衆
　
　
曄
　
　
玩
　
　
茂
　
　
膿
　
　
兼
　
　
闘
　
　
洪
　
　
祀
　
　
札
　
　
訪
　
　
撫
　
　
夷
　
　
埋
若
　
思
申
書
令
、
太
常
、
行
太
子
太
傅
会
稽
内
史
、
侍
中
衛
将
軍
不
上
巴
騎
常
色
尚
書
僕
射
、
鎮
軍
将
軍
、
会
稽
内
史
廷
尉
、
左
光
禄
大
夫
領
国
子
祭
酒
安
東
軍
司
馬
加
散
骨
常
侍
丹
陽
罪
、
侍
中
、
尚
書
僕
射
領
軍
将
軍
、
録
尚
書
事
、
野
羊
軍
吏
部
尚
書
令
、
尚
書
令
、
細
動
太
子
右
衛
率
、
呉
興
内
史
尚
書
右
僕
射
、
瞭
騎
将
軍
丹
陽
弄
、
尚
書
領
太
子
少
傅
廷
尉
、
金
紫
光
巨
大
夫
散
騎
常
旧
領
大
著
作
一
興
太
守
、
建
武
将
軍
南
郡
太
守
冠
軍
将
軍
都
督
会
稽
請
求
義
興
晋
陵
東
陽
軍
事
右
将
軍
都
督
石
頭
水
陸
軍
事
丞
相
橡
安
南
将
軍
房
州
刺
史
鎮
西
将
軍
国
子
祭
酒
丹
陽
罪
秘
書
豊
丹
陽
弄
、
尚
書
僕
射
征
西
将
軍
、
瞭
騎
将
軍
687691827878687677777868687672586958585858589171526969
本本本本本本本本本
伝伝伝伝伝伝伝伝伝
陸
曄
伝
本本本本本周
処
劉
陣
周
処
周
処
周
処
伝
周
訪
伝
周
訪
伝
本
　
　
伝
高
子
伝
本
　
　
伝
戴
若
思
伝
本
　
　
伝 伝伝伝伝伝伝伝伝伝
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
熊王虞任沈
遠望旭禎
侍
中
、
会
稽
内
史
永
興
令
、
大
将
軍
参
軍
三
王
承
司
馬
拝
侍
中
、
不
三
元
帝
府
参
軍
7171899468
本
　
　
伝
本
　
　
伝
一
一
伝
本
　
　
伝
二
刀
伝
　
さ
て
、
こ
こ
に
あ
げ
た
表
W
を
み
る
に
、
こ
こ
で
は
表
皿
に
あ
げ
た
数
字
の
内
容
が
明
か
と
な
る
。
　
北
人
の
場
合
、
娘
邪
や
頴
川
が
特
に
多
か
っ
た
の
は
、
狼
邪
王
氏
、
頴
川
の
葡
氏
、
庚
氏
の
如
き
が
、
一
門
に
し
て
二
、
三
層
或
は
六
名
と
い
う
多
数
の
人
々
を
出
し
た
か
ら
で
あ
る
。
又
、
江
南
で
も
、
最
も
多
い
会
稽
に
は
高
名
を
出
し
た
虞
氏
が
あ
り
、
呉
闇
顧
氏
、
陸
氏
が
夫
々
二
名
つ
つ
を
出
し
、
義
興
の
四
名
は
周
氏
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、
家
と
し
て
み
た
時
は
、
表
皿
の
下
段
に
み
る
如
き
数
字
と
な
る
。　
さ
て
、
こ
の
表
に
よ
っ
て
北
人
の
出
自
に
つ
い
て
み
る
に
、
必
ず
し
も
西
晋
時
代
の
有
力
官
僚
家
を
網
羅
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
家
々
の
中
、
西
晋
時
代
相
当
の
高
級
官
僚
家
で
あ
っ
た
と
見
ら
る
べ
き
は
、
狼
邪
王
氏
、
頴
川
摂
氏
、
萢
丁
張
氏
、
泰
山
羊
氏
、
済
陰
下
氏
、
太
原
王
氏
、
何
東
野
氏
、
北
地
傅
氏
の
如
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
、
全
く
の
寒
門
と
目
さ
る
べ
き
人
々
も
あ
る
の
で
、
泰
山
胡
乱
氏
、
陳
の
陳
氏
、
楽
安
光
氏
の
如
き
は
そ
う
で
あ
ろ
う
。
そ
の
他
の
人
々
は
、
地
方
で
は
名
門
で
あ
る
が
中
央
で
は
寒
門
と
見
ら
れ
た
高
子
祖
氏
の
如
き
、
或
は
漢
魏
で
は
栄
え
た
が
西
晋
で
は
衰
え
て
き
た
陳
郡
衰
氏
、
而
も
こ
の
場
合
の
誘
は
衰
氏
の
主
流
で
は
な
い
ら
し
い
〔
難
鞠
難
官
）
。
或
は
松
見
以
降
は
大
い
に
栄
え
た
が
西
晋
ま
で
は
平
凡
な
官
僚
家
に
過
ぎ
な
か
っ
た
頴
川
庚
氏
、
謙
郡
黒
氏
の
如
き
、
前
述
二
者
の
中
間
層
と
も
見
ら
る
べ
き
人
々
が
あ
っ
た
。
　
次
に
三
人
に
つ
い
て
み
る
に
、
南
人
の
多
く
は
西
晋
に
お
い
て
は
不
遇
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
出
来
る
限
り
呉
朝
に
遡
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
会
稽
賀
氏
、
同
じ
く
三
三
、
呉
の
三
二
、
同
じ
く
陸
氏
、
丹
陽
紀
氏
、
同
じ
く
蘇
）“（
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
氏
、
同
じ
く
張
氏
、
広
陵
華
氏
の
如
き
は
呉
朝
の
有
力
官
僚
家
で
あ
っ
た
よ
う
で
（
難
鞠
灘
）
、
同
時
に
地
方
の
豪
門
で
あ
っ
た
家
も
多
か
っ
た
で
あ
ろ
う
（
難
薇
麓
誉
）
。
更
に
、
会
稽
黒
氏
、
義
興
周
氏
、
呉
興
黒
氏
の
如
き
は
、
夫
々
相
当
な
官
僚
家
で
あ
り
な
が
ら
、
豪
族
性
の
強
い
一
族
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
〔
識
懸
噂
黙
町
麗
翫
嬉
嬉
綱
鍵
照
伝
）
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
全
く
の
寒
門
と
み
る
べ
き
は
、
豫
章
の
熊
氏
に
す
ぎ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
こ
う
み
て
く
る
と
、
南
北
人
を
通
じ
て
、
有
力
官
僚
家
か
ら
全
く
の
寒
門
出
身
者
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
階
層
の
人
々
が
元
帝
の
周
辺
に
集
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
勿
論
、
眠
人
の
場
合
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
た
ま
た
ま
早
く
南
下
で
き
た
人
々
が
集
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
南
人
に
お
い
て
は
、
社
会
的
勢
力
の
あ
る
家
に
属
す
る
者
に
重
点
が
お
か
れ
た
如
く
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
共
に
、
ほ
ぼ
北
入
と
同
様
に
名
門
か
ら
寒
門
ま
で
あ
っ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、
遍
く
人
材
を
集
め
る
と
い
う
上
帝
の
基
本
的
な
考
え
方
が
、
こ
の
よ
う
な
組
み
合
せ
を
生
ん
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
以
上
の
こ
と
は
、
南
人
に
お
い
て
は
、
こ
の
表
に
あ
げ
た
人
物
の
外
に
、
恐
ら
く
は
も
っ
と
多
く
の
人
士
が
元
帝
の
周
辺
に
召
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
晋
書
（
6
8
）
顧
栄
伝
に
、
「
時
南
土
之
士
。
未
尽
民
用
。
栄
罵
言
．
陸
士
光
、
貞
正
清
貴
。
…
…
藤
壷
思
、
忠
虫
尽
誠
。
…
…
毅
慶
元
、
質
略
有
明
規
、
…
…
栄
族
兄
公
許
明
亮
守
節
。
…
…
会
稽
雨
止
明
、
謝
行
言
口
皆
苗
圃
儒
教
。
…
…
賀
圧
況
潜
青
雲
Z
士
、
陶
恭
允
弟
．
才
幹
雛
少
。
実
事
極
佳
、
凡
此
諮
人
皆
南
金
也
、
書
奏
皆
納
之
、
」
と
み
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
明
か
で
あ
り
、
或
は
晋
書
（
7
0
）
山
面
溶
血
に
よ
れ
ば
、
明
常
が
東
甲
郎
将
で
あ
っ
た
元
常
即
位
削
の
時
代
に
、
山
子
壺
の
上
癸
の
一
節
に
、
「
江
東
甲
郎
岐
疑
目
今
、
神
明
目
茂
、
軍
司
馬
諸
参
佐
。
並
以
明
徳
亘
唐
土
事
、
壺
Z
去
留
、
曽
無
損
益
．
老
馬
，
謝
端
、
顧
景
．
丁
深
、
傅
影
野
皆
荷
恩
爺
、
高
枕
家
門
、
云
々
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
明
帝
周
辺
の
人
々
は
元
常
周
辺
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
人
々
が
元
詰
に
よ
っ
て
高
選
さ
れ
た
人
々
で
あ
っ
た
こ
と
は
下
立
伝
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
の
で
、
従
っ
て
彼
等
は
。
形
式
附
に
は
明
布
周
辺
に
あ
っ
た
と
は
い
え
、
結
局
東
晋
初
頭
政
権
の
周
辺
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
而
も
こ
れ
ら
の
人
々
の
中
、
北
人
は
僅
か
に
下
壷
自
身
及
び
北
地
の
傅
驕
（
雌
繊
鞠
鋸
下
官
）
に
す
ぎ
ず
、
他
は
皆
里
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
・
　
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
表
耳
に
は
み
え
な
い
多
く
の
南
士
が
元
帝
周
辺
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
で
あ
ろ
う
。
い
ま
あ
げ
た
人
々
の
中
、
陸
士
光
は
陸
曄
で
あ
り
。
賀
生
は
寒
苦
で
あ
ろ
う
。
こ
の
選
入
は
表
に
み
え
る
が
、
他
は
表
W
に
み
え
ぬ
だ
け
で
な
く
、
甘
季
思
即
ち
甘
卓
以
外
は
列
伝
も
な
い
。
従
っ
て
、
彼
等
が
ど
の
よ
う
な
出
自
の
者
か
、
元
帝
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
か
を
知
る
こ
と
は
仲
春
困
難
で
あ
る
が
、
　
一
応
の
説
明
を
試
み
よ
う
。
　
股
掌
元
に
つ
い
て
は
不
明
、
顧
公
譲
は
顧
謙
で
勿
論
顧
栄
の
一
門
（
魚
藻
臼
二
世
）
、
楊
彦
明
は
或
は
会
稽
楊
方
（
晋
竹
田
本
伝
）
の
一
門
で
あ
ろ
う
か
、
謝
行
言
は
会
稽
黒
影
（
通
日
8
2
）
の
一
門
た
る
こ
と
間
違
い
あ
る
ま
い
。
陶
窯
兄
弟
と
い
う
は
、
丹
陽
の
陶
回
（
翻
写
齢
寒
冒
測
吸
動
耀
日
）
の
一
門
で
あ
ろ
う
。
謝
端
は
会
稽
謝
氏
に
属
す
る
が
（
撫
鋸
田
官
）
、
顧
景
は
恐
ら
く
粗
景
の
一
門
で
あ
ろ
う
し
、
慢
罵
は
会
稽
丁
潭
（
籍
鴨
）
の
一
門
で
あ
ろ
う
。　
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
元
帝
と
の
間
に
、
豫
属
或
は
参
軍
と
い
う
形
で
の
関
係
を
も
っ
た
こ
と
が
な
い
と
は
い
え
な
い
。
勿
論
、
列
伝
を
有
す
る
甘
卓
も
表
W
に
み
え
な
い
の
に
よ
れ
ば
、
そ
う
考
え
る
の
は
早
計
の
如
く
で
も
あ
る
が
、
甘
露
の
伝
（
糖
書
）
に
よ
れ
ば
、
彼
は
初
め
か
ら
元
帝
に
そ
の
武
略
を
認
め
ら
れ
て
、
前
立
都
督
揚
威
将
軍
歴
陽
内
史
と
し
て
活
躍
し
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
故
に
元
帝
の
周
辺
に
あ
っ
て
表
W
に
の
る
如
き
官
職
に
つ
く
暇
が
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
併
し
、
そ
の
伝
に
記
事
が
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
し
も
参
軍
、
軍
略
祭
酒
等
に
な
ら
な
か
っ
た
と
も
い
え
な
い
こ
と
は
、
例
え
ば
周
鑓
は
機
雷
伝
（
噸
．
）
に
よ
れ
ば
、
元
帝
の
従
事
中
郎
と
な
っ
た
こ
と
明
か
で
あ
る
の
に
、
そ
の
伝
露
灘
網
処
）
に
は
そ
の
よ
う
な
記
述
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
も
明
か
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
そ
の
後
の
事
情
に
よ
っ
て
列
伝
に
の
せ
ら
れ
て
い
な
い
人
々
に
つ
い
て
は
何
と
も
明
言
で
き
な
い
と
は
い
え
、
橡
属
や
参
軍
と
し
て
彼
等
が
元
帝
の
周
辺
に
嘗
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
、
表
工
の
条
で
言
及
し
た
如
く
、
表
1
に
お
け
る
南
人
の
数
は
、
実
は
も
っ
と
多
か
っ
た
と
考
え
得
る
し
、
更
に
又
、
表
W
に
み
え
な
）1
2
（
い
会
稽
の
名
族
誓
言
、
丹
陽
の
名
門
甘
氏
、
陶
氏
の
如
き
も
、
欧
、
陸
、
賀
、
丁
め
諸
等
と
土
風
に
、
青
馬
周
辺
に
あ
っ
て
東
晋
政
権
樹
立
へ
の
一
翼
を
担
っ
た
と
考
え
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
南
入
の
側
に
お
い
て
は
、
揚
子
江
下
流
域
の
呉
朝
以
来
の
名
門
、
豪
族
が
殆
ど
元
帝
周
辺
に
招
請
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
面
で
は
、
元
帝
が
江
南
の
あ
ら
ゆ
る
有
力
者
の
支
持
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
例
え
ば
、
元
帝
紀
（
唖
、
）
建
武
元
年
七
月
の
条
に
、
　
「
散
騎
侍
郎
朱
嵩
、
尚
書
鎧
着
清
客
。
帝
場
之
。
将
為
挙
哀
。
有
司
奏
。
旧
尚
書
郎
不
在
挙
哀
之
例
。
帝
日
。
衰
乱
世
弊
。
特
相
痛
悼
。
於
是
是
挙
哀
。
実
之
甚
働
。
」
と
見
え
て
い
る
が
、
こ
の
四
球
は
呉
郡
顧
栄
の
一
門
に
間
違
い
な
か
ろ
う
か
。
朱
氏
は
、
畢
生
、
浦
、
晋
陵
、
安
陸
等
出
身
の
諸
氏
が
あ
る
が
（
庇
羅
霧
灘
縣
薇
映
）
ど
こ
の
朱
墨
に
属
す
る
か
明
か
で
な
い
。
併
し
、
或
は
朱
陸
蘇
張
と
呼
ば
れ
た
呉
郡
の
朱
氏
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
何
れ
に
し
て
も
、
顧
球
が
呉
郡
の
黒
氏
と
推
定
さ
れ
る
と
し
た
時
、
尚
書
郎
は
挙
哀
の
例
に
非
ず
と
し
て
反
対
し
た
有
司
の
意
見
を
お
し
切
っ
て
挙
哀
し
た
元
帝
の
意
図
は
何
処
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
帝
の
挙
哀
の
理
由
は
、
単
に
、
　
「
衰
乱
之
弊
。
特
写
痛
悼
。
」
と
い
う
誠
に
は
っ
き
り
し
な
い
理
由
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
理
由
な
ら
ば
、
如
何
な
る
官
僚
の
死
亡
に
も
挙
哀
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
争
乱
の
つ
づ
い
た
時
代
で
あ
る
。
然
る
に
、
こ
の
事
件
が
特
に
本
紀
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
当
時
と
し
て
は
特
例
に
属
す
る
事
柄
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
元
帝
の
つ
け
た
理
由
は
表
面
的
な
理
由
で
あ
っ
て
、
真
の
理
由
は
も
っ
と
外
の
と
こ
ろ
に
、
即
ち
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
為
に
挙
哀
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
江
南
人
士
の
心
を
つ
か
も
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
こ
の
よ
う
な
江
南
人
心
収
擁
策
に
よ
っ
て
江
南
名
族
豪
門
が
網
羅
さ
れ
た
こ
と
は
、
反
面
こ
れ
を
江
南
人
士
側
か
ら
み
れ
ば
、
彼
等
が
大
体
に
お
い
て
積
極
的
に
新
政
権
樹
立
に
参
加
し
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。
例
え
ば
江
南
人
の
代
表
的
人
物
の
一
人
た
る
紀
要
が
、
王
畿
と
共
に
西
翠
に
即
位
を
す
す
め
た
時
の
こ
と
を
、
晋
書
（
6
8
）
の
彼
の
伝
に
は
、
　
「
帝
猶
不
許
。
使
殿
中
将
軍
韓
績
野
鼠
御
坐
。
謄
叱
半
日
。
帝
坐
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
上
音
星
宿
。
敢
響
動
者
斬
。
帝
為
之
改
容
。
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
の
紀
謄
の
態
度
は
、
当
時
の
江
南
人
士
の
新
政
権
に
期
待
す
る
気
持
を
示
す
も
の
と
考
え
て
よ
か
y
つ
。
　
次
に
表
V
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
表
は
各
人
の
元
帝
時
代
に
お
け
る
主
要
経
歴
（
舗
警
）
を
記
し
た
も
の
で
、
東
晋
初
頭
の
新
政
権
と
、
ど
の
よ
う
な
結
び
つ
き
を
し
た
か
を
主
眼
と
し
て
記
し
た
。
従
っ
て
、
仮
に
、
「
侍
中
、
尚
書
」
と
あ
る
と
き
は
、
専
ら
内
官
ば
か
り
で
外
官
或
は
戦
闘
従
事
は
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
主
と
し
て
内
官
に
し
て
中
央
政
治
に
参
加
し
た
も
の
で
、
他
は
問
題
と
す
る
に
足
ら
ぬ
と
い
う
如
き
意
味
の
記
載
の
仕
方
で
あ
る
。
　
い
ま
、
こ
の
表
に
よ
っ
て
北
人
、
偉
人
の
、
東
晋
初
頭
政
権
と
の
関
係
を
み
る
に
、
北
人
で
は
王
導
を
始
め
と
し
て
劉
醜
、
コ
協
、
下
壺
、
諸
葛
恢
、
顔
含
、
葡
遼
、
落
間
、
庚
亮
等
中
央
政
務
に
従
っ
た
人
々
が
圧
倒
的
に
多
く
、
軍
事
面
で
活
動
し
た
の
は
、
王
氏
一
族
の
敦
、
鎌
、
屡
、
彬
、
祖
国
】
族
の
逐
、
約
、
そ
れ
に
桓
宣
の
如
き
に
過
ぎ
な
い
。
　
と
こ
ろ
が
黒
人
で
は
、
主
と
し
て
中
央
政
務
に
従
っ
た
者
は
、
賀
循
、
顧
栄
、
陸
曄
、
陸
玩
、
紀
謄
、
醇
兼
、
語
漏
等
可
な
り
の
数
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
併
し
、
軍
事
的
活
動
に
従
っ
た
者
は
虞
潭
、
顧
衆
、
周
処
一
族
の
記
、
鑓
、
札
、
盧
江
の
周
智
，
戴
若
思
等
が
あ
っ
て
凝
脂
に
比
し
て
多
く
、
概
括
的
に
言
え
ば
、
政
治
的
に
は
懸
人
が
有
力
で
あ
っ
た
如
く
で
あ
る
が
、
軍
事
的
に
は
異
人
が
東
晋
政
権
の
支
柱
で
あ
っ
た
如
く
で
あ
る
。
　
而
も
、
軍
事
面
で
北
人
の
中
心
で
あ
っ
た
王
敦
は
、
そ
の
一
族
王
戻
、
王
彬
並
に
祖
約
等
と
手
爪
に
、
必
ず
し
も
東
晋
政
権
に
忠
実
で
な
か
っ
た
こ
と
は
明
か
な
事
実
で
あ
る
（
殿
嘘
蕪
翫
観
線
端
王
）
。
勿
論
、
南
入
で
も
周
妃
、
周
札
等
は
必
ず
し
も
御
し
易
い
人
々
で
は
な
か
っ
た
が
、
併
し
、
周
珀
が
企
て
た
と
さ
れ
る
陰
謀
は
、
　
「
四
時
中
州
人
士
。
佐
佑
王
業
。
登
記
法
以
為
不
得
調
。
内
懐
怨
望
。
奥
耳
弓
協
軽
之
。
恥
辱
愈
甚
。
時
鎮
東
将
軍
祭
酒
特
技
王
恢
亦
為
周
顕
所
侮
。
乃
父
珀
陰
謀
詠
諸
執
政
。
推
妃
及
戴
若
思
。
与
諸
南
興
業
聖
帝
。
以
経
緯
世
事
。
」
（
江
上
姻
処
）
、
と
記
さ
れ
て
い
る
如
く
、
元
肥
を
と
り
巻
く
執
政
者
に
対
す
る
反
感
こ
そ
あ
れ
、
元
帝
そ
の
人
に
対
し
）1
3
（
東
晋
初
頭
政
権
㊦
性
格
の
一
考
察
て
は
何
等
の
反
感
も
も
っ
て
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
反
っ
て
傍
人
に
よ
る
元
亀
中
心
の
政
権
樹
立
に
そ
の
目
的
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
又
富
札
に
つ
い
て
も
、
彼
が
右
将
軍
都
督
石
頭
水
陸
軍
事
で
あ
っ
た
時
、
王
敦
に
せ
め
ら
れ
て
、
そ
の
城
門
を
開
い
て
王
敦
に
応
じ
た
が
故
に
王
師
は
敗
績
し
た
（
賠
賭
郎
矧
の
）
と
伝
え
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
札
が
城
門
を
開
い
た
こ
と
の
真
意
は
、
帝
側
に
あ
っ
て
政
を
乱
つ
た
劉
隠
、
コ
協
を
除
い
て
、
真
の
元
帝
の
親
政
に
も
ど
す
と
い
う
王
敦
の
揚
言
を
そ
の
ま
ま
信
じ
た
と
こ
ろ
に
起
っ
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
反
っ
て
こ
の
事
は
、
札
が
社
説
に
邪
な
る
所
以
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
王
導
の
意
見
も
あ
っ
た
（
鯉
）
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
下
人
の
代
表
的
豪
族
た
る
翠
黛
の
行
動
は
、
形
式
的
に
は
陰
謀
、
反
逆
の
形
を
と
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
王
敦
、
結
約
の
反
の
如
き
と
同
日
に
論
ず
る
に
は
及
ば
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
み
れ
ば
、
中
央
政
治
に
関
し
て
は
矢
張
り
町
人
が
中
心
と
な
り
、
南
勢
は
そ
の
軍
事
的
実
力
が
重
ん
ぜ
ら
れ
た
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
最
初
、
元
帝
の
周
辺
に
あ
っ
て
政
治
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
王
導
で
あ
る
こ
と
い
う
ま
で
も
な
い
。
併
し
、
帝
が
践
劃
す
る
や
、
詰
軍
、
勾
協
を
信
任
し
て
王
導
は
漸
く
疎
ん
ぜ
ら
れ
藷
灘
）
、
王
敦
の
威
権
が
大
き
く
な
る
や
、
帝
は
劉
院
等
の
策
を
用
い
、
国
王
承
、
戴
若
思
、
劉
院
等
を
地
方
に
出
し
て
こ
れ
に
備
え
露
甲
南
）
、
遂
に
王
敦
は
、
「
永
昌
元
年
敦
率
兵
内
向
。
以
詠
院
為
名
。
」
藷
翻
）
と
か
、
　
「
及
王
敦
愛
子
。
上
輿
聖
楽
。
」
（
講
協
）
と
か
い
わ
れ
る
如
く
、
こ
の
二
人
を
討
つ
を
名
と
し
て
上
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
即
位
前
は
王
導
等
王
氏
一
門
に
た
よ
り
、
即
位
後
は
劉
塊
、
コ
協
二
人
を
中
心
と
す
る
「
刻
砕
謹
話
」
（
並
呈
日
6
9
劉
隠
伝
）
が
行
わ
れ
、
　
「
衆
庶
怨
望
之
」
（
講
鰯
）
す
る
に
至
る
政
治
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
　
併
し
乍
ら
、
こ
こ
で
注
目
し
て
お
く
べ
き
は
、
耳
蝉
即
位
前
は
王
氏
中
心
の
政
治
で
あ
っ
た
と
い
い
な
が
ら
も
、
晋
書
（
7
7
）
諸
葛
恢
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
干
時
王
氏
為
将
軍
。
而
恢
兄
弟
及
顔
弓
並
居
顕
要
。
劉
謹
選
忠
謹
掌
書
命
。
時
人
聖
帝
善
任
一
国
之
才
。
し
と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
、
元
仁
が
鎮
東
大
将
軍
た
り
し
頃
の
こ
の
記
事
は
、
一
国
即
ち
狼
邪
国
の
才
能
の
士
が
東
晋
政
権
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
狼
邪
出
身
の
人
々
は
、
王
氏
を
中
心
と
し
て
元
帝
を
も
り
立
て
て
ゆ
き
、
元
老
も
亦
こ
れ
を
信
任
し
て
い
た
わ
け
で
あ
ろ
う
が
、
「
於
是
専
檀
之
迩
。
漸
彰
也
。
」
藷
畿
）
と
い
う
如
く
王
敦
の
専
恣
が
漸
く
明
か
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
即
位
前
後
か
ら
、
薬
量
出
身
官
僚
中
心
の
政
治
が
崩
れ
、
北
人
官
僚
中
心
の
政
治
に
移
行
し
た
如
く
で
あ
る
。
四
　
さ
て
こ
こ
で
、
南
、
業
人
の
対
立
問
題
に
つ
い
て
み
る
に
、
嘗
て
岡
崎
博
士
は
、
南
北
門
閥
間
に
お
け
る
不
通
婚
の
事
実
が
政
治
的
対
立
を
生
み
、
南
朝
社
会
に
特
有
の
門
閥
社
会
を
生
み
出
し
た
と
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
越
智
氏
は
、
南
、
北
門
閥
間
の
不
通
婚
は
、
北
方
出
身
一
流
貴
族
と
南
方
門
閥
と
の
間
に
み
ら
れ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
北
方
出
身
一
流
貴
族
が
そ
の
政
治
的
優
越
性
を
保
つ
上
か
ら
婚
姻
不
通
の
事
実
が
起
っ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
嘉
田
崎
蜘
馨
と
）
。
更
に
越
智
氏
は
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
彼
等
が
個
人
的
に
親
し
く
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
個
人
的
に
は
相
互
に
尊
敬
し
、
親
し
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
北
方
出
身
門
閥
は
そ
の
政
治
的
地
位
を
確
保
す
る
為
に
は
、
南
方
門
閥
を
抑
制
す
る
立
場
を
堅
持
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
で
は
、
越
智
氏
の
こ
の
意
見
は
、
東
晋
初
頭
の
政
治
的
、
社
会
的
動
き
の
中
で
果
し
て
成
立
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
。
　
さ
き
に
、
元
帝
即
位
後
は
北
人
中
心
の
政
治
が
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
た
が
、
そ
の
こ
と
は
、
政
治
が
常
に
北
人
対
南
人
と
い
う
形
で
行
わ
れ
、
両
者
が
常
に
対
立
的
な
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
晋
書
（
6
9
）
周
顎
伝
に
、
　
「
（
王
）
敦
既
得
志
露
盤
日
。
周
顕
、
戴
若
思
南
北
之
望
。
当
登
三
司
。
無
所
疑
也
。
導
不
答
。
又
日
。
若
不
三
司
。
釘
応
令
僕
邪
。
又
車
馬
。
」
と
み
え
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
王
敦
は
北
人
周
顎
、
南
入
戸
若
思
は
土
ハ
に
当
然
三
公
の
地
位
に
登
る
べ
き
人
物
だ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
当
時
の
一
般
の
人
々
の
気
持
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
、
同
じ
周
顕
の
伝
に
、
　
［
（
一
参
軍
）
因
謂
里
心
。
縁
家
変
世
里
程
。
而
導
車
至
公
。
及
伯
仁
（
顕
字
也
）
。
将
登
而
墜
。
」
と
い
っ
た
記
事
が
見
え
る
こ
と
で
も
察
せ
ら
れ
る
。
王
導
が
王
敦
の
質
問
に
対
し
て
答
え
ず
、
宛
も
王
敦
の
意
見
を
否
定
し
た
か
の
如
く
見
え
る
の
は
、
決
し
て
彼
が
こ
の
二
人
が
三
公
）1
4
（
に
な
る
の
に
反
対
し
た
が
故
で
は
な
く
、
実
は
三
豊
が
周
顕
に
対
し
て
誤
解
に
基
づ
く
反
感
を
も
っ
て
い
た
か
ら
に
す
ぎ
な
い
（
賠
囎
器
）
。
王
導
は
後
に
そ
の
誤
解
で
あ
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
時
、
　
「
吾
錐
不
真
言
仁
。
伯
仁
由
我
等
死
。
幽
冥
直
中
。
負
此
良
友
。
」
（
阯
）
と
反
省
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
王
導
、
王
敦
に
は
、
政
治
的
に
属
人
、
北
人
を
区
別
し
、
律
語
に
世
人
の
三
公
進
出
を
抑
え
よ
う
と
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
　
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
聖
書
（
7
3
）
庚
亮
伝
に
、
　
「
時
令
導
島
田
。
主
幼
時
難
。
春
雲
大
綱
。
不
拘
細
目
。
委
任
趙
胤
、
頁
岩
等
。
諸
将
思
潮
奉
法
。
大
臣
患
之
。
陶
侃
嘗
早
起
兵
廃
王
導
。
而
郡
竪
不
従
。
乃
止
。
舌
筋
亮
又
欲
率
衆
瓢
聖
霊
。
多
紀
諮
竪
。
而
堕
菰
野
許
。
」
と
あ
る
記
事
で
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
成
帝
の
時
の
王
導
分
筆
の
態
度
に
対
し
て
批
判
的
で
あ
っ
た
先
導
（
北
人
）
が
王
導
を
響
け
ん
と
し
て
夢
裡
（
北
人
）
に
相
談
し
て
と
め
ら
れ
た
が
、
既
に
陶
侃
（
南
人
）
も
嘗
て
同
じ
く
王
導
を
廃
せ
ん
と
し
て
郡
墾
が
従
わ
な
か
っ
た
の
で
止
め
た
と
い
う
。
こ
の
陶
侃
の
時
も
字
義
に
挙
兵
を
相
談
し
た
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
　
陶
侃
の
場
合
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
二
面
を
廃
せ
ん
と
し
た
か
は
明
か
で
な
い
が
、
庚
亮
の
場
合
は
東
晋
政
権
の
健
全
な
発
展
の
為
に
王
導
を
貫
け
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
陶
侃
の
挙
兵
が
直
人
郡
竪
に
相
談
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
以
上
、
こ
れ
も
亦
私
利
私
欲
か
ら
発
し
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
東
晋
政
権
の
確
立
、
発
展
と
い
う
立
場
で
、
陶
侃
（
南
人
）
、
郡
肇
（
北
人
）
、
庚
亮
（
北
人
）
の
三
人
は
動
い
た
筈
で
、
彼
等
は
南
、
北
人
の
対
立
と
か
、
そ
れ
ら
の
政
治
権
力
の
移
動
と
か
い
う
立
場
で
王
導
を
批
判
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
う
み
て
く
る
と
、
東
晋
初
頭
の
第
一
線
政
治
家
の
動
き
は
、
事
件
の
内
容
は
前
者
、
後
者
そ
れ
ぞ
れ
異
る
と
は
い
え
、
南
北
対
立
の
立
場
を
超
え
て
い
る
点
で
は
同
一
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
、
南
北
の
政
治
的
対
立
を
超
え
た
立
場
で
行
動
し
た
人
々
の
記
録
は
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
図
書
（
7
8
）
孔
愉
伝
に
、
　
「
干
時
コ
協
、
劉
院
用
事
。
王
導
必
見
疎
遠
。
愉
陳
導
忠
賢
有
佐
命
之
勲
。
謂
事
無
大
小
。
皆
皆
託
送
。
着
雪
不
要
旨
。
出
為
司
徒
左
長
史
・
。
」
と
み
え
る
も
め
は
、
南
人
の
名
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
流
で
あ
っ
て
第
一
線
政
治
家
た
る
孔
愉
が
、
元
帝
の
時
、
旗
人
王
導
の
為
に
弁
じ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
挙
手
政
権
の
確
立
発
展
と
い
う
見
地
か
ら
、
孔
愉
が
骨
導
を
支
持
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
更
に
晋
書
（
7
7
）
藥
誤
伝
に
よ
れ
ば
、
　
「
野
上
疏
譲
白
。
八
字
之
任
。
非
賢
莫
居
。
前
後
所
用
。
国
名
有
常
。
孔
愉
、
諸
葛
恢
。
並
以
清
節
令
才
。
少
著
名
望
。
昔
単
為
御
史
中
腎
。
今
尚
為
司
徒
長
史
。
恢
為
会
稽
太
守
。
臣
為
尚
書
郎
。
恢
丹
陽
サ
。
臣
守
小
郡
。
名
輩
不
同
。
階
級
殊
懸
。
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
北
人
名
門
の
藥
誤
が
、
挙
人
竜
葵
、
悪
人
諸
葛
恢
を
共
に
自
ら
の
先
輩
の
名
望
と
し
て
己
れ
に
比
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
少
し
も
そ
の
間
に
、
政
治
的
な
平
人
、
判
人
の
区
別
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
而
も
そ
の
表
現
に
、
　
「
詩
聖
不
同
。
階
級
殊
懸
。
」
と
い
っ
て
い
る
の
は
、
当
人
名
門
の
察
譲
の
言
葉
で
あ
る
だ
け
に
注
目
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
南
、
愚
人
の
対
立
よ
り
も
、
寧
ろ
一
流
官
僚
と
そ
の
下
に
あ
る
官
僚
と
の
関
係
、
即
ち
社
会
的
な
相
違
よ
り
も
、
隠
勢
に
お
け
る
相
違
こ
そ
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
れ
ば
、
前
述
し
た
如
く
、
東
岸
初
頭
の
里
人
の
政
治
的
優
越
は
動
か
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
南
、
北
を
対
立
的
に
考
え
た
こ
と
の
結
果
と
し
て
で
て
き
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
即
ち
、
職
人
が
団
結
し
て
、
南
人
の
政
治
的
進
出
を
抑
え
た
と
い
う
も
の
で
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
華
人
で
あ
る
元
素
が
、
南
下
の
事
情
も
あ
っ
て
、
ま
ず
瑛
邪
出
身
者
を
政
治
の
中
心
に
お
き
、
つ
い
で
北
人
を
政
治
の
中
心
に
お
い
た
自
ら
な
る
心
情
め
結
果
に
す
ぎ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
　
さ
て
、
南
、
供
人
の
政
治
的
対
立
は
少
く
と
も
上
層
官
僚
の
間
に
お
い
て
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
単
に
政
治
的
の
み
な
ら
ず
、
社
会
生
活
の
上
で
も
南
北
互
に
信
頼
し
合
っ
た
例
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
晋
書
（
6
8
）
紀
謄
伝
に
よ
る
に
、
　
「
尚
書
閾
鴻
、
太
常
酵
兼
、
広
川
太
守
河
南
楮
況
、
給
西
中
宣
城
章
遼
、
歴
陽
太
守
宮
国
武
蝦
。
並
与
謄
素
疎
。
成
藷
其
高
義
。
臨
終
豊
後
軍
紀
謄
。
下
賜
営
翁
忌
家
。
為
起
居
宅
。
同
於
骨
肉
焉
。
」
と
み
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
、
閾
鴻
聾
兼
、
章
遼
は
南
人
、
楮
況
、
武
甲
は
共
に
累
世
で
あ
る
。
閾
鴻
は
広
陵
の
人
（
士
籍
胴
）
、
照
照
は
い
う
ま
で
も
な
く
宿
業
の
人
（
阯
）
で
、
共
に
元
三
に
仕
え
た
軍
人
の
有
力
者
で
あ
る
。
こ
れ
ら
）1
5
（
東
晋
初
頭
政
権
の
性
格
の
一
考
察
の
人
が
紀
謄
と
平
常
疎
遠
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
一
見
不
可
思
議
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
面
か
ら
言
え
ば
、
南
人
官
僚
が
受
人
官
僚
に
対
抗
的
な
団
結
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
証
で
も
あ
ろ
う
。
更
に
こ
の
記
事
は
、
こ
れ
ら
南
、
北
出
身
官
僚
達
が
、
共
に
紀
謄
に
そ
の
後
を
托
し
た
と
い
う
、
誠
に
注
目
す
べ
き
事
実
を
記
し
て
い
る
。
即
ち
、
北
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
里
に
お
い
て
有
力
な
家
柄
で
あ
っ
た
楮
、
武
両
氏
、
特
に
楮
氏
の
如
き
は
早
く
江
南
に
来
っ
た
人
々
が
多
か
っ
た
に
拘
ら
ず
（
聞
土
蛮
諜
官
）
彼
等
は
そ
の
後
を
一
門
の
人
々
に
托
す
る
こ
と
な
く
、
わ
ざ
わ
ざ
平
素
疎
遠
で
あ
り
且
は
南
人
で
も
あ
っ
た
紀
謄
に
托
し
た
の
は
、
聖
明
そ
の
人
の
人
物
の
立
派
で
あ
っ
た
が
故
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
な
社
会
的
な
つ
な
が
り
が
成
立
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
南
人
、
変
人
と
い
う
意
識
を
超
え
た
人
間
信
頼
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
の
よ
う
な
人
間
的
信
頼
が
、
傘
入
相
互
の
間
の
み
な
ら
ず
、
南
人
と
北
国
と
の
間
に
も
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
南
、
堅
人
の
間
に
、
社
会
的
な
対
立
意
識
を
超
え
う
る
機
会
が
あ
っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
　
而
も
こ
の
場
合
更
に
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
中
、
残
響
、
紀
氏
の
如
き
は
南
人
中
の
名
家
で
あ
り
且
つ
有
力
官
僚
家
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
、
河
南
諸
氏
も
、
北
方
出
身
の
名
門
縮
図
膿
献
）
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
門
の
婚
家
は
頴
川
の
庚
氏
、
頴
川
の
萄
氏
、
済
陰
下
氏
、
陳
郡
謝
氏
等
で
あ
る
（
拙
撰
「
蜘
晋
百
官
世
系
表
」
参
照
）
。
財
況
は
、
こ
の
楮
氏
の
主
流
で
は
な
い
の
で
別
派
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
よ
う
な
名
門
が
、
南
方
名
門
と
上
述
の
よ
う
な
社
会
的
つ
な
が
り
を
も
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
政
治
的
の
み
な
ら
ず
、
社
会
的
に
も
、
有
力
名
門
の
聞
に
お
い
て
、
南
、
北
対
立
を
超
え
る
結
び
つ
き
が
成
立
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
，
　
以
上
の
如
き
南
、
軍
人
の
政
治
的
、
社
会
的
関
係
を
考
慮
し
な
が
ら
、
例
え
ば
前
に
も
引
用
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
例
の
義
興
周
囲
の
陰
謀
に
つ
い
て
考
え
れ
ば
、
「
漸
時
中
州
人
士
。
良
禽
王
業
。
而
細
身
以
為
不
得
調
。
内
懐
怨
望
。
復
為
コ
協
軽
之
。
恥
六
十
甚
。
時
鎮
東
将
軍
祭
酒
東
莱
王
恢
亦
為
周
顕
所
侮
。
乃
與
珀
陰
謀
詠
諸
執
政
。
推
記
及
戴
若
思
。
与
諸
南
士
共
奉
帝
。
以
経
緯
世
事
。
」
（
羅
媚
綱
処
）
と
あ
る
が
、
王
恢
は
勿
論
北
人
で
あ
る
の
で
、
こ
の
陰
謀
は
必
ず
し
も
南
人
の
反
北
人
陰
謀
と
の
み
は
い
え
ず
、
寧
ろ
執
権
者
に
対
す
る
不
平
あ
ス
者
の
陰
謀
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
時
た
ま
た
ま
懸
人
が
中
心
と
な
っ
た
に
す
ぎ
ぬ
と
も
い
え
よ
う
。
又
、
同
じ
く
周
札
の
石
頭
城
に
お
け
る
失
敗
に
し
て
も
、
隼
人
た
る
下
馴
、
或
は
下
智
が
痛
烈
な
非
難
を
あ
び
せ
た
の
に
対
し
（
愚
書
5
8
周
処
伝
札
の
条
）
、
司
徒
王
導
が
同
じ
く
北
人
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
反
駁
し
、
札
を
弁
護
し
て
、
遂
に
札
に
衛
阿
寒
贈
っ
て
い
る
（
砒
）
の
を
み
れ
ば
、
必
ず
し
も
要
人
対
北
人
と
い
う
意
識
の
も
と
に
、
こ
の
南
無
周
札
の
行
動
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
　
「
如
半
里
所
以
忠
於
社
稜
也
」
（
阯
）
と
王
導
が
評
す
る
と
こ
ろ
で
明
か
な
如
く
、
泥
蜂
政
権
に
対
す
る
忠
、
不
忠
の
観
点
か
ら
、
そ
の
行
動
は
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
述
べ
来
っ
た
と
こ
ろ
で
明
か
な
如
く
、
南
北
的
な
対
立
感
を
超
え
て
、
東
晋
政
権
に
対
す
る
忠
誠
に
よ
っ
て
批
判
す
る
態
度
、
名
望
を
名
望
と
し
て
官
階
的
秩
序
を
重
視
す
る
態
度
、
更
に
は
人
間
的
信
頼
を
寄
せ
る
態
度
、
こ
う
い
う
も
の
が
南
、
北
人
相
互
間
に
み
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
南
人
と
北
下
の
相
反
勒
し
合
う
吏
料
を
探
そ
う
と
す
れ
ば
そ
れ
は
誠
に
容
易
で
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
南
北
人
が
政
治
的
、
社
会
的
に
相
対
立
し
た
と
な
す
の
は
早
計
で
あ
る
。
既
に
一
族
内
に
お
い
て
さ
え
互
に
排
斥
し
合
う
こ
と
の
行
わ
れ
た
東
晋
時
代
で
あ
る
（
離
璽
砧
黙
嘲
）
。
ま
し
て
南
人
の
政
治
的
進
出
の
困
難
で
あ
っ
た
西
晋
に
引
き
つ
づ
い
て
東
晋
初
頭
に
、
南
、
各
人
の
間
で
相
対
立
す
る
こ
と
の
起
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
江
北
人
士
が
江
南
に
逃
れ
来
っ
た
時
、
全
人
を
抑
え
よ
う
と
い
う
気
持
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
東
晋
政
権
の
確
立
は
考
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
衝
突
は
あ
っ
た
に
し
て
も
巨
視
的
に
み
て
東
晋
初
頭
の
時
代
は
最
も
江
北
人
士
と
江
南
人
士
が
融
和
的
で
あ
っ
た
時
代
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
は
、
な
お
明
帝
の
時
代
に
お
い
て
す
ら
、
　
「
太
寧
三
年
差
八
月
詔
日
。
…
…
呉
時
将
相
名
賢
之
冑
。
有
能
纂
修
家
訓
、
又
忠
孝
仁
義
静
己
守
真
。
不
感
干
話
者
。
州
郡
中
正
亟
以
名
聞
。
勿
有
所
遺
。
」
と
て
、
江
南
名
門
の
子
孫
の
挙
用
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
四
・
一
〇
・
一
）
）
お
・（
